
荷臆業製兄端蕗鞘果(平成6年1月)

1. :;j習h産業知経営の1却L

エ区成5年2月7日

制士地総合舵括行

(器王者:建設省、国土庁)

アンケート菰底をもとに1月l日時点の荷b産業の経営の卵兄について不破諜鄭指数割ノ賊し、

調重毎の経営の尉兄(現加を見てみると、住宅・智也耀業はー16. 4、ビル賃貸耕{-3 O. 日、

ヨ宙産揃詰きが-43. 8であり、各業種とも粧営の材班カ濃いという貝かたが多い。前回経師寺点と

上甘受して、住宅・祖師譲業はわずかに改善、ビル賃貸業は樹立い荷iJg酎必撲は悪化している。 3

ヶ月後の経営の見直しについては、住宅・割附践は-6. 9と劉七するとの見方カ4やや多く、ビル

賃貸業不動E留品業は、それぞれ-37. 5、 1 5. 5と悪化するとの見方カ多い(表1)。

表1 :;j蕩b産業業況指数について (6年l月1日時却

i月i日1肱 (参考)前回調査時点(10月1日)

経営の状況 3ヶ月後の経営の 経営の状況 3ヶ月後の程営の

民国し 見通し

住宅・割i耐寒業 -) 6. 1 - 6. 9 1 9. 5 + 5. 5 

ビル賃貸業 -3 O. 0 -37. 5 3 O. 2 -3 7. 2 

不菩怠萄磁諜 -43. 8 -1 5. 5 3 3. 1 -21. 5 

ー一一

羽櫨業製砂撒0J1'防妨1去については、以下のとおり。
ー一ー一一，令..ヨーヨー一一一一----_..今一 一一 一令..今 一 一ー ー一一一 ー ョーーョー 一 一一-_.............---_.・... 一 一 '一.

:戸時h産業難局旨数=

{ (良いとする回答数X2十やや良いとする限陪掛

(やや悪いとする回答数十悪し、とする回答数x2)}+2+全回答数x1 0 0 

注:不~.ßi'3韻守兄指樹立、回答の全てカ耀営の出兄を良いとする場合+ 1 00を示し、

回答の全てか経営の状況を思いとする場合は-100を示す。
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(参考)不司自!Al乾D業況に際}するアンケートiU!l査の結果について

表1-1 月1日現在の経営の制兄

良い やや良い 銘車

住ヲ包・窃船i蝶 2(3.4) 9 (15.5) 2 0 (34. 5) 

ビル賃貸業 l( 2. 5) 2(5.0) 1 4 (35. 0) 

不忍歯滞膿 。(0.0) 3 ( 5.の 1 5 (26.8) 
ー-L一一ーー

表1-2 1月1日現在の3ヶ月後の経営の思量し

良くなる やや良くなる 劉コらない

{毘・窃掛i蝶 。(0.0) 8 (13.8) 3 4 (58.6) 

ピル賃貸業 l(Z目5) 1(2.5) 1 1 (27. 5) 

羽腹部i膿 0(0.0) 1 0 (18. 2) 2 5 (45.日

表l寸 前回!踏時点(10月1日)の経営の印兄(参考)

良い やや良い 甑E

住担包・窃断後業 2(3.1) 1 2 (18. 8) 2 0 (313) 

ビル賃貸業 3 ( 7.0) l( 2. 3) 1 4 (32. 6) 

羽展蹴i重業 。(0.0) 8 (12. 3) 1 9 (29. 2) 
し一一一一

促狐内は審治ω)

やや悪い 悪い

2 2 (37.9) 5(8.6) 

1 8 (45.0) 5 (12. 5) 

2 4 (42. 9) 1 4 (25.ω 

やキ癒くなる 慈くなる

1 6 (27.6) 。(0.0) 

2 1 (52. 5) 6 (15.ω 

1 3 (23. 6) 7 (12. 7) 

やや悪い 悪い

1 9 (29. 7) 11(17.2) 

1 7 (39.5) 8 (18. 6) 

2 5 (38.5) 1 3 (20.0) 

L一一一一

表1-4 前回程時点(10月i日)の3ヶ月後の経営の見透し(参考)

良くなる やや良くなる 翻コらない やや悪くなる

{自・窃的後業 2(3.1) 1 8 (28. 1) 3 0 (46.9) 1 3 (20. 3) 1 ( L 6) 

ピル賃貸業 。(0.0) 1(2.3) 1 6 (37.2) 1 9 (44. 2) 7 (16.3) 

羽櫨描盈業 。(0.0) 1 4 (21. 5) 2 0 (30. 8) 2 0 (30. 8) 1 1 (16. 9) 
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2. 摺翻iJの成約・鵬首蹴~l)b向等

(J住宅・制的蝶

住宅・哲郎j~:鶴鞍用出版軒|数の動向については、全体の 5 0悶帥守抑制と比べて横ばいと回

答しており、撤回頃向とする回割減州向とする回答よりやや多く、これ』こ続く。成制牛数の動

向にっし、ても、銚で古棚と比べて樹立いであるとする回答が5害1隔で最も多く、 I削頃向にある

とする回答がこれに続く。右箆戸数の動向については、枇J>傾向にあるとする町答が5 害IJlJ~でもっ

とも多く、横ばいという回答かほほ同数でこれに続く。販売協格の動向については、全体("fJIj]羽と

比べて変わらなし、する回俗カ〈約 7 害I~ 低下{頃|句にあるとする回答は 3 害l悶である(表2-1)。

誠一l 住宅・割紛器削崩2について

用地獄i早件数 蹴桝数 お軒ヨ数 販売価惜の動向

区分

言十・ (j) ， (2)。(3) 計。 (j) : (2) : (3) 2十. (1): (2)， (3) 計(j)， (2) ， (3) 
1首， I黄. 減 1普! 械: 減 滅。 I黄: I皆 上 変i {民

加 I ば. 少 カ日 lま・ 少 少。 1;1:ω 加 昇 わ- 下

傾 L 、- 傾 傾 I
し、 傾 傾: L 、i 傾 傾 り 傾

圏域 向: 向 向。 向 向: 向 向 な' 向

全

体

ー"・:
実数 64 i 1 7 i 3 4 i 1 3 142， 4 5 ， 6 8 ， 2 9 140 i 6 7 i 6 3・10 65，1，46，18 

..................・.......ー・ー・ー...........ー ーー・....

% ，26.6，53.1:20目3 ， 31.7 : 47. 9 ， 20. 4 ， 47.9 ， 45.0 ・7.1 1.5，70.8，27.7 

:・
東 実数 32，6，21，5 64，18，38: 8 63，28，30，5 33: 0，23，10 
京 .，...-.......‘・・ー・曹....・:・・・・...... •.• -，_... ...・ ..・・ 0・..・・6 ..・・0・.........・..•.••...••... ー...・.'・・ e ・ーーー.

圏 % ， 18. 8 ， 65. 6 ， 15. 6 ， 28. 1 ， 59. 4 ， 12. 5 ， 44.4 ， 47. 6， 7. 9 。.0，69.7，30.3
大 実数 13，4，6，3 29・13 ， 1 5 ， 28:13，15，0 12，1:9，2 
阪 ・......・・・..・・..・ ・ー・・.. ー.・.

国 % i 30.8i 46.2i 23.1 ， 44. 8 ， 51. 7， 3. 4 i 46.4i 53.6i 0.0 8. 3 i 75. 0 i 16. 7 

注1)1業者れマンション、戸建て、土地のそれぞ、れlこついて町谷したものを合計してい

るため、項目によっては回答数がアンケート回収数を上回っている場合がある。

2)兎噛):茨1;，腕、 tt.î-.TIJ県、ごF瑚号、 ~fí/~ 判制限。

大阪圏:京者開示対局布、兵由果、奈良県(表 2-2について同開。
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(2)ビル賃貸事業

空軍のtk:l兄については、前期と比べてI駄目頃向にあるとする回答カ塗国で5割虫、東京圏で約5

5%であり、榔まいとする回答がこれに続く o/j対i守闘Gfの到向につL、ては、全国で'fjiJ!tJJと変わらな

いとする回答が5害問虫、低下傾向にあるとする回答か約4害IJを占めた。東京函では約65%カ司!1下

傾向、残りカ変わらないとする回答で、あった。(表 2-2)。

表2-2 ビ、jレ賃館長の状況につL、て

空室の制l(， 成約期司ドD動向

区分

(I) : (2) : (3) (I) : (2) : (3) 

減 i 14i t I自 上 I 変 I イ民

少 i (:J : 力日 昇 i わ 下

傾: し、; {頃 傾- り: 1~j 

圏域 向i I句 向: なi I句

L 、:

実数 5 3 : 322 : 2 8 27: 2 : 1 4・ 11 

全体 町酔 晶.. 一・ ー・.. 争晶晶晶‘..一一“ー...，.晶晶圃.... ....‘'‘晶晶晶圃晶....園町...晶晶圃..晶.‘.晶晶圃...“・

% 5. 7 : 41. 5 : 52. 8 7. 4 : 51. 9 : 40. 7 

実務( 29: 2:11:16 14: 0: 5: 9 

東到図 ....................・・・ ....................-......... 

% 6. 9 : 37. 9 : 55. 2 O. 0 : 35. 7 : 64. 3 

実数 7 。4 : 3 2 : 。
対刻E自 圃司圃圃圃圃園田‘・・・・ a “・・・圃圃晶圃圃圃晶晶咽晶圃圃園田‘・・・ 圃圃晶圃圃圃圃圃 a ・・ー-ー・・・...・・・ー..晶-，_.・骨骨骨骨

% O. 0 : 57. 1 : 42. 9 : 50. 0 : 50. 0: O. 0 

注:1業者が、各1也l或について回答しているため、項目によっては回答数がアンケ

ート回収数を上回っている場合がある。
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(3)不動産流通業

売却依頼、購入依頼及び成約の動向については、JiiiJ開。l'-li145 年 7 月 ~9 月〉と同様、横ばい

傾向であると回答した地域数が多く、地力u傾向であると回答した地域数が少なくなっている。取
引価格の動向についても、前期と同様、横ばい傾向であると回答した地域数が多くなっているが、

前期と比較して、やや下落傾向であると回答した地域数が増えている。

表2-3売却依頼の動向

¥¥  増加している地域 横ばいの地域 減少している地域10月 11月 12月 10月 11月 12月 10月 11月 12月

中古マンション 4 4 O 23 20 20 6 9 1 3 
中古戸建住宅 2 3 2 25 23 17 6 7 14 

土 地 。1 。25 23 13 8 9 20 
表2-4購入依頼の動向

¥¥  増加している地域 横ぱいの地域 減少している地域10月 11月 12月 10月 11月 12月 10月 11月 12月

中古マンション 1 2 1 18 13 日 14 18 23 
中古戸建住宅 4 3 2 20 21 18 9 9 13 

土 地 1 。。24 23 16 8 10 17 
表2-5成約の動向

¥¥ 増加している地域 横ばいの地域 減少している地域10月 11月 12月 10月 11月 12月 10月 11月 12月

中古マンション 1 2 3 20 16 13 12 15 17 
中古戸建住宅 2 1 3 2 ] 22 17 10 1 0 1 3 

土 地 O O 1 21 22 17 12 11 15 

表2-6取引価格の動向

¥¥ 上昇 やや上昇 横ばい やや下落 下溶

10m 11fl1 1211 10111 11111 1211 10111 11sI m 10111 11sI 1211 10m 1lRI 12R 

中古マンション 。。。。。17 11 18 14 21 15 l 1 。
中古戸建住宅 。。。。。24 24 23 B 日 10 。。。
土 地 。。D 。 23 22 23 10 11 9 。。。

注)三大都市圏及び地方主要都市を33地域に区分し、中古マンション、中古戸建住宅及

び土地の取引量及び取引価格について、前月と比較した動向を整理したもの。各数値は、

地域数を表す。
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(参考)

読隆の概要
1.目的

相誼は、不動産市場の動向、謝兄等について、制齢、っ迅速』こ把尉司ることにより、建設・

国土行政に資することを目的とする。

2.調査剖象

三対日市圏及び地方主要有l\ï11において不砂~1I間持営む業者を対象に、有効産業íJ)業種牡宅・

窃一郎j~:寒業主ビル賃貸業羽jリ産両直弟、事業掛英伏手業者、中ノ陪緒)等を考慮して、

266業部註した。

3.百組時期

勾昨半期(1月、 4月、 7月、 1 0月)

4.司誼項目

任経営の~.kl兄

喧取引制兄書李鵬切:kl.l("取.5Hillw各の1跡、i時)

5. a肱助法
垂腿l去によるアンケ ト誠査

6.詰樹接関

廷穀倉及び困却すの費五を受けて、財団去人土地総創J目指~r (理事J長石原舜介)カ澗査を実

b包

なお、羽lhi菌加由業に係るj阿 1~^7JL'i寄与について(;1、9JI設省の訴時受けてlHl苅J此IJili総合1iJ f

捌 r!J潤j包している「羽岡iIT崎勤時品査(モニター調劃」より百|用。

(参考)今回のアンケート回収率は次のとおり。

対象数 回開【

住宅・宅地37i爽業 1 1 2 67 

ビパ償貸業 54 4 0 

羽 j歯和重業 100 5 8 

計 266 165 

6 

回収率

59. 8出

74.1月

58. 0出

位協 FJ恰せ

側j土地総合千府間f

間躍岩永

m3 (3583) 2391 


